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 第 25回日本植生史学会大会のご案内（最終報）  
 第 25 回日本植生史学会大会を下記日程で開催します。 

◆日時 11 月 27 日（土） 午前：幹事会・評議員会 
  午後：公開シンポジウム・奨励賞授与及び受賞記念講演・懇親会 
 11 月 28 日（日） 午前・午後：一般研究発表（口頭・ポスター）・総会 

◆会場 名古屋大学野依記念学術交流館（名古屋市・東山キャンパス地区） 

◆主催 日本植生史学会・名古屋大学年代測定総合研究センター・名古屋大学文学研究科 
◆大会実行委員 中村俊夫（委員長）・山本直人・南 雅代・森 勇一・工藤雄一郎・西本 寛・奥野絵美・小田寛貴・

宮田佳樹・大森貴之・近藤 敏・藤井理恵 
◆費用（当日，受付にてお支払いください） 
 参加費  ：一般会員・非会員 3,000 円 学生会員 1,000 円（要旨集代を含む） 
 懇親会費：一般会員・非会員 5,000 円 学生会員 3,000 円 
◆宿泊 名古屋駅周辺に宿泊施設は多数ありますので，各自，お早めにお申し込み下さい。 
◆会場案内 
＜JR名古屋駅・名鉄新名古屋駅・近鉄名古屋駅から＞ 
 地下鉄東山線「藤が丘行き」に乗車し，本山駅で地下鉄名城線右回りに乗り換え，名古屋大学駅下車後 2 番出口よ
り徒歩 4分（所要時間約 35分） 
＜JR金山駅・名鉄金山駅から＞ 
 地下鉄名城線左回りに乗車し，名古屋大学駅下車 2番出口より徒歩 4分（所要時間約 30分） 
＜飛行機利用の場合＞ 中部国際空港を利用 
 空港から名鉄特急に乗車し，名古屋駅または金山駅で下車，その後地下鉄に乗り換え（上記参照） 
 または，空港バスにて栄または名古屋駅に出て，地下鉄に乗り換え 
＊名古屋大学へは公共交通機関をご利用下さい。 
 大学には駐車スペースが十分ございませんので，お車でのお越しはご遠慮願います。 
＜参照：名古屋大学ホームページ＞ 
 アクセス：http://www.nagoya-u.ac.jp/global-info/access-map/access/ 
 会 場 ：http://www.nagoya-u.ac.jp/global-info/access-map/higashiyama/ 
（ウェブサイト上の建物番号 69：野依記念学術交流館，59：古川記念館・年代測定総合研究センター） 

◆ 大会チラシ 日本植生史学会ホームページ（http://wwwsoc.nii.ac.jp/historbot）からダウンロードできます。掲
示・配布にご協力をお願いいたします。 

◆大会プログラム 
○11月 27日（土） 
 9:00～10:30 幹事会  （名古屋大学野依記念学術交流館） 
11:00～12:30 評議員会（名古屋大学野依記念学術交流館） 
12:00～ 受付 
13:00～17:00 公開シンポジウム 

テーマ：「東海地方における里山林の成立とその利用」 
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オーガナイザー：森 勇一（金城学院大学）・齊藤 毅（名城大学） 

趣旨：今からおよそ 500 万年から 200 万年前に堆積した河川成堆積物で構成された東海地方の丘陵地には，シデコブ
シやハナノキ・イヌナシなどをはじめ東海丘陵要素と呼ばれる里山林が成立している。こうした里山林の成立に，ヒ
トがどう関わってきたか，近年，注目を集めている「里山の生態学」について概観する。 
 時代をさかのぼり新第三紀から第四紀にかけての植物相について，花粉および大型植物化石を用いた研究法と，そ
の成果から得られた里山林の原型を考える。次に，先史～歴史時代のころ，ヒトが里山の森林資源を建築材あるいは
生活道具としてどう選び，どう利用してきたか，遺跡調査から得られた情報をもとに追究する。やがて，里山林は江
戸時代から明治・大正・昭和を経て今日に至る間に大きく変貌し，今やヒトはこれを守り育てる必要性に迫られてい
る。そのあるべき姿について考察する。 
13:00  趣旨説明 森 勇一・齊藤 毅 
13:05 基調講演 東海地方の里山林-東海丘陵要素の植物を中心に 広木詔三（愛知大学） 
14:00 S-1  新第三紀の花粉化石と環境変動 齊藤 毅（名城大学） 
14:30 S-2  植物化石からみた暖温帯落葉広葉樹林の歴史 百原 新（千葉大学） 
15:00  休憩 
15:10 S-3  歴史時代における木材資源利用 樋上 昇（愛知県埋蔵文化財センター） 
15:40 S-4  21 世紀の里山のありかた 伊藤俊哉（住友林業緑化） 
16:10   休憩 
16:20～17:00  総合討論 
17:00～17:30 奨励賞授与ならびに受賞記念講演 
18:00～20:00 懇親会 

○11月 28日（日） 
 9:10～ 受付 
 9:30～11:30 一般研究発表（口頭） 

口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：山本直人 
 9:30 O-1 和紙試料の 14C年代がもつold wood effectについて-書写年代既知の古文書の 14C年代測定から- 小田

寛貴*・中村俊夫（名古屋大年代測定総合研究センター），増田 孝（愛知文教大），池田和臣（中央大） 
 9:45 O-2 アウラガ遺跡における植物遺存体の古民族植物学的研究 小畑弘己*・真邉 彩（熊本大埋蔵文化財調査

室） 
10:00 O-3 コクゾウムシからみた縄文時代の植物性食料の貯蔵形態 小畑弘己・真邉 彩*（熊本大埋蔵文化財調査

室），宮ノ下明大（農業・食品産業技術総合研究機構） 
10:15 O-4 東京都下宅部遺跡出土の土器付着植物遺体に対する残存デンプン粒分析とその結果 渋谷綾子（広島大

総合博物館） 
10:30～10:45 休憩 

口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：能城修一 
10:45 O-5 神奈川県平沢同明遺跡出土土器圧痕からみた弥生時代前期後半の栽培植物 佐々木由香*・米田恭子（パ

レオ・ラボ），戸田哲也（玉川文化財研究所） 
11:00 O-6 釜山市古村里遺跡出土木材・木製品および編組製品の植物種 鈴木三男*・小林和貴・小川とみ（東北大

植物園），西本豊弘（国立歴史民俗博物館） 
11:15 O-7 『大日本老樹名木誌』と『朝鮮巨樹老樹名木誌』に基づく日本と朝鮮半島の巨樹の比較 佐藤征弥*（徳

島大），姜 憲（水原大），瀬田勝哉（武蔵大） 
11:30～13:00 総会・昼食 
13:00～14:30 ポスター発表 
ポスター発表 
A「生態，古生態，環境変動」 
P-1 東北タイにおける落葉フタバガキ林下表層部中の植物珪酸体化石群 江口誠一*（千葉県立中央博物館），岡田

直紀（京都大），Somkid Siripatanadilok・Teera Veenin（カセサート大） 
P-2 秋田県由利本荘市菖蒲崎貝塚をめぐる環境変動史 一木絵理*・安 昭炫・辻 誠一郎（東京大） 
P-3 茨城県花室川堆積物の花粉・木材化石からみた最終氷期の環境変遷と絶滅種ヒメハリゲヤキの古生態           
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吉田明弘*・鈴木三男（東北大植物園），西本豊弘（国立歴史民俗博物館） 
P-4 宮崎県都城市四家における姶良 Tn テフラ下の花粉化石群と微粒炭 三宅 尚*・島 道生・村上 将（高知大），

百原 新（千葉大），赤崎広志・松田清孝（宮崎県総合博物館），河野樹一郎（産総研） 
P-5 霞ヶ浦沿岸花室川出土の約 2～4万年前の大型植物遺体群 住田雅和*（国立歴史民俗博物館），百原 新（千葉

大） 
B「人と植物の関係史」 
P-6  Preliminary pollen analysis of surface samples from rice paddy fields in Kyoto and its significance Shu 

Jun-wu（Nanjing Institute of Geology and Palaeontology, Chinese Academy of Sciences，京都府大） 
P-7 近世江戸の桜と梅の社会文化史 古市真美*・辻 誠一郎（東京大） 
P-8 関東平野における古代～近世の植生史と集落生態系史 古山かずき*・辻 誠一郎（東京大） 
P-9 古代出羽国における森林植生と木材利用 友野雄己*・安 昭炫・辻 誠一郎（東京大） 
P-10 新潟県姫御前遺跡出土埋没林と木柱を用いた年輪年代学的研究 木村勝彦・法井光輝*（福島大），加藤 学（（財）

新潟県埋蔵文化財調査事業団） 
P-11 鹿児島県甑島の弥生・古墳時代における食用植物に関する考察 大西智和*（鹿児島国際大），真邉 彩（熊本

大埋蔵文化財調査室），中村直子・寒川朋枝（鹿児島大埋蔵文化財調査室），鐘ヶ江賢二（鹿児島国際大） 
P-12 弥生再葬墓遺跡出土土器の圧痕から同定された雑穀（アワ・キビ）とイネ-群馬県沖Ⅱ遺跡の事例から- 
      遠藤英子（首都大東京）  
P-13 レプリカ法による長野県目切遺跡出土縄文時代中期土器の種実圧痕調査について 中沢道彦*（早稲田大先史考

古学研究所），輿石 甫（岡谷市土師の会），佐々木由香（パレオ・ラボ），会田 進（明治大黒耀石研究セン
ター），山田武文（岡谷市教育委員会） 

P-14 漆掻きがウルシ樹液溝形成に及ぼす影響 小林和貴*（東北大植物園），富永 司・本間健司（漆工芸 荻房），
鈴木三男（東北大植物園） 

P-15 「くるり棒」の樹種 高橋 敦（パリノ・サーヴェイ株式会社）  

C「分類・系統，生物地理」 
P-16 豊橋市自然史博物館に寄贈された棚井敏雅博士寄贈のドイツ産植物化石 吉川博章（豊橋市自然史博物館） 
口頭発表 B「人と植物の関係史」 座長：鈴木三男 
14:30 O-8 新潟県青田遺跡出土木柱の考古学・年輪年代学的分析による縄文時代晩期の集落形成とクリ利用 荒川

隆史*（（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団），木村勝彦（福島大） 
14:45 O-9 古墳時代から古代の関東平野の内陸部における照葉樹林の成立とイチイガシ製木製品の流通の可能性 
            能城修一*（森林総合研究所），佐々木由香（パレオ・ラボ），吉川昌伸（古代の森研究舎） 
15:00 O-10 江戸時代の水田雑草の多様性：神奈川県池子遺跡での事例 那須浩郎（総研大） 
15:15 O-11 黒色土層中に含まれる植物珪酸体と微粒炭の分析による奈良県曽爾高原での草原と火の関係史 奥中亮

太（大阪市立大） 
15:30～15:45 休憩 
口頭発表 A「生態，古生態，環境変動」 座長：百原 新 
15:45 O-12 山陰地方における後期更新世から完新世の地質現象と植生への影響 渡辺正巳（文化財調査コンサルタ

ント株式会社） 
16:00 O-13 新潟県姫御前遺跡より出土した完新世後期埋没林の樹種組成 箱崎真隆*（東北大），小川とみ・鈴木三

男（東北大植物園），（財）新潟県埋蔵文化財調査事業団 
16:15 O-14 放射性炭素年代から暦年代への較正データの検討-屋久杉の巨木を用いる取組- 中村俊夫*（名古屋大

年代測定総合研究センター），増田公明・三宅芙沙・永冶健太朗（名古屋大太陽地球環境研究所），吉
光貴裕（名古屋大） 

◆口頭発表の方法 
時間は質疑応答を含めて 15 分，会場備えつけの設備（Windows, Mac 各１台）を使用した液晶プロジェクターに
よる発表とします。ソフトは，Windows の場合Microsoft Office PowerPoint 2007 まで対応，Macの場合Microsoft 
Office PowerPoint 2008，iWork Keynote 09 まで対応しています。ファイルは，USBメモリに保存してご持参く
ださい。データの受付は，会場でおこないます。28 日午前の発表者（O-1 から O-4）は 28 日の 9 時 15 分まで，
発表者（O-5 から O-7）は 10：30～10：45 の休憩時間中に，午後の発表者（O-8 から O-14）は 14 時 15 分まで
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に提出して下さい。なお，ご自身のノートパソコンを直接プロジェクターに接続することも可能です。 
◆ポスター発表の方法 
ポスターボードは幅 120cm，高さ 170cmです。ポスターの掲示は，27日 12 時から 28日 15 時 45 分まで可能で
す。なお，28日 16 時 50 分を過ぎても掲示されている場合は，大会事務局で処分します。 

◆ 大会に関する連絡先 お問い合わせ等は taikai25@hisbot.jp 大会実行委員までお願いします。 

 事務局移転のお知らせ  
 2010年10月１日より，学会事務を大学生協学会支援センターに委託しています。これに伴い，事務局を以下の住所
に移転し，各種受付先を変更します。 
 入会・異動・退会の申込み，バックナンバーの購入，メーリングリストアドレスの登録・変更，メーリングリスト
への記事投稿は，以下の新事務局にご連絡下さい。 
 〒166-8532 東京都杉並区和田3-30-22 大学生協学会支援センター内 日本植生史学会事務局 
 Tel：03-5307-1175 Fax：03-5307-1196 Mail：hisbot@univcoop.or.jp 
 その他の連絡先は，以下の通りです。 
 連絡・問合せ，転載許可申請   庶務幹事 那須浩郎 hbmain@hisbot.jp  
 会誌投稿，企業広告原稿の送付先  編集委員長 能城修一 hbjournal@hisbot.jp 
 ホームページ・企業広告問合せ 広報・渉外幹事 佐々木由香 hbnews@hisbot.jp 

◆第7期日本植生史学会役員（任期：2009年10月1日～2012年度大会） 
 会 長：南木睦彦 
 評議員：植村和彦，鈴木三男，高原 光，松下まり子，百原 新 
 幹 事：西田治文（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外） 
 編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長） 
 行事委員会：近藤 敏（委員長），藤井理恵（副委員長） 
 会計監査：江口誠一 
 
事務局： 
●連絡・問合せ 庶務幹事 那須浩郎 〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）総合研究大学院大学葉山高等
研究センター TEL：046-858-1598 FAX：046-858-1544 庶務：hbmain@hisbot.jp 会誌投稿：hbjournal@hisbot.jp 
●NL編集，ホームページ・企業広告問合せ 広報・渉外幹事 佐々木由香 広報・渉外：hbnews@hisbot.jp 
●入会・異動・退会の申込み，バックナンバーの購入，メーリングリストアドレスの登録・変更，NL発行 
	 〒166-8532 東京都杉並区和田3-30-22 大学生協学会支援センター内 日本植生史学会事務局 
 Tel：03-5307-1175 Fax：03-5307-1196 Mail：hisbot@univcoop.or.jp 
●学会ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/historbot	 


